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 回答が得られたのは、641 人中 540 人で、回収率
は 85％であった。対象のプロファイルは以下のとお
りである。職名は副部長以上が 5 人で 0.9％、主任
以上が 86 人で 15.9％、看護師（副主査、助産師含
む）が 391人で 72.4％、准看護師（副主査含む）が
31人で 5.7％、無回答が 27人で 5％であった。 
一般学歴は、大学院修士課程が 5 人で 0.9％、大
学が 36人で 6.7％、短期大学が 123人で22.8％、中
学および高校（準看学校、看護学校など卒含む）が










業者を C 群とした（表 1、図 1）。なお、C 群には、












表 1 学歴別構成 
 A群 B群 C群 無回答 合計
人数(人) 41 123 351 25 540
割合(%) 7.6 22.8 65 4.6 100 
2 対象と方法  






















































効回答数は 123、C 群の有効回答数は 340 で、表 2
および図 2のとおりであった。 
 
表 2 学歴別図書館利用状況      単位：% 
図書館利用あり  
医学 看護 両館 小計 
利用
なし
A群 36.6 14.6 24.4 75.6 24.4
B群 8.1 32.5 43.1 83.7 16.3
C群 25.6 12.1 20.3 58.0 42.1
全体 21.6 16.7 25.6 63.9 36.4
 

































の有効回答数は 123、C 群の有効回答数は 341 で、
結果は表 3および図 3のとおりであった。 
 
表 3 学歴別図書館サービス認知度    単位：% 
 貸出 複写 相互貸借 相談 ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ
A群 100 87.8 65.9 36.6 26.8
B群 95.9 86.2 61.8 30.1 20.3
C群 86.5 79.2 46.0 19.4 16.1
全体 89.5 81.1 50.5 23.6 18.3
 






































































































表 4 学歴別文献検索ツール利用経験   単位：%  
  医中誌 索引 MED CNL 雑索 なし
A群 97.5 22.5 45 20 12.5 2.5
B群 94.3 8.2 8.2 0 4.9 5.7
C群 76.5 25.9 13.0 3.9 16.0 19.3
全体 81.4 21.1 14.5 4.3 12.9 14.4
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図 4 学歴別文献検索ツール利用経験 









































































がそれぞれ表 5 のとおりであった。また、表 5 をグ
ラフとして図6に示した。 
 
表 5 学歴別文献検索困難事項      単位：% 
 なし ツール 操作法 ｷｰﾜｰﾄﾞ ﾉｰﾋｯﾄ
A群 20 30 17.2 52.5 65
B群 7.4 39.3 32.0 52.5 63.9
C群 9.3 43.4 33.7 51.5 62.7
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